
 

 

様式第１号（第５条関係） 

行田市空き家等活用相談申請書 

 

  〇〇年〇〇月〇〇日 

 

 行田市長 

 

申請者（所有者等）              

住 所 行田市本丸２－５      

氏 名 行田 一郎         

 

 行田市空き家等バンク実施要綱に定める制度の趣旨を理解し、下記の事項に誓約又は

同意の上、同要綱第５条第２項の規定により関係書類を添えて空き家等の活用相談を申

請します。 

記 

 

１ 活用相談する空き家等の情報は、行田市空き家等活用相談カード（様式第２号）の

とおりです。 

 

２ 相談取扱者の選択 

 行田市における空き家等の利活用等の促進に関する協定を締結している協会に所属

する宅地建物取引業者に依頼します。 

  ※ 該当する□にレ印を記入してください。 

   ☑ 協会が選定する宅地建物取引業者 

 

   □ 次の宅地建物取引業者 

     業者名                         

 

３ その他添付書類 

 固定資産評価証明書（所在地及び評価額を確認するため。） 

 ※裏面の同意書に署名した場合は、省略することができます。 

 
【誓約又は同意事項】 
１ 活用相談については、協会に所属する宅地建物取引業者が行うこと。 
２ 協会及び協会に所属する宅地建物取引業者に対して、本申請書（添付書類を含む。）
及び行田市空き家等活用相談カードの写しを提供すること。 

３ 空き家等の調査（立入調査、内装及び外装の写真撮影、その他の空き家等バンクへ
の登録及び媒介等の業務に必要な事項の調査）を協会に所属する宅地建物取引業者が
実施すること。 

４ 協会に所属する宅地建物取引業者が実施した当該調査の結果を市に提供すること。 
５ 活用相談に必要な書類（登記事項証明書（土地・建物）及び公図）の取得にかかる
費用を負担すること。 

６ 行田市暴力団排除条例（平成２４年条例第３０号）に規定する暴力団及び暴力団員
並びに暴力団関係者ではないこと。 

 

※ この申請により取得した個人情報は、個人情報の保護に関する法律に基づき、空き

家等バンクの目的以外には使用いたしません。なお、申請者の住所は協会及び協会に

所属する宅地建物取引業者には提供いたしません。 

記入例 窓口に提出（申請）する日付

を記入してください。 

 

申請者は、所有権その他の権利によ

り空き家または空き地の売却、賃貸

等を行うことができる方です。 

該当する口

のいずれか

一方のみに

レ点を記入し

てください。 

下記事項に誓約又は同意のうえ

申請してください。 



 

 

同意書 

 私は、行田市空き家等バンク実施要綱による申請に係り、私及び私が相続を受けた者

の固定資産評価証明書の確認のため、市職員が関係機関に対し、調査照会し、及び交

付することについて同意します。 

     〇〇年〇〇月〇〇日      申請者  氏名 行田 一郎 

 

 
同意される場合は記入してください。

建築開発課が調査などします。 


